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世界無線通信会議 (WRC) は、国際電気通信連合（ITU）の無線通信部門の最も重要な会議

であり、各周波数帯の利用方法、衛星軌道の利用方法、無線局の運用に関する各種規程、技術

基準等を始めとする国際的な電波秩序を規律する無線通信規則の改正を行うことを目的とし

ており、各国の主管庁や ITU に登録している通信事業者等の関係企業・団体が出席し、通常

3~4 年毎に開催されます。 
今年はその開催の年で、WRC-15 が 11 月 2 日（月）から 11 月 27 日（金）まで、スイス・

ジュネーブにおいて開催されています。 
WRC-15 においては、IMT への追加周波数の特定等の検討、自動車用高分解能レーダーの

ための 77.5-78.0GHz における無線評定業務への一次分配の検討、固定衛星業務（FSS）への

追加一次分配の検討、協定世界時（うるう秒調整）の見直しなどが議題に上がっております。 
今回の電波利用懇話会では、総務省 総合通信基盤局 電波部 電波政策課 国際周波数政策室 

新田隆夫 室長をお迎えして、WRC-15 の結果についてご講演をいただきます。 
会員の皆様には、是非ともご参加下さいますようにご案内申し上げます。 

 
記 

 
1 日時 ：平成 27 年 12 月 22 日(火) 午後 2 時から 3 時まで 
2 場所 ：一般社団法人電波産業会 会議室 

東京都千代田区霞が関一丁目 4 番 1 号 日土地ビル 11 階 
3 題名 ：2015 年世界無線通信会議（WRC-15）結果の概要について 
4 講師 ：総務省 総合通信基盤局 電波部 電波政策課 

国際周波数政策室 室長 新田隆夫 様 
5 対象 ：ARIB 正会員及び賛助会員 
6 参加者 ：70 名程度（定員になり次第締め切らせていただきます。） 
7 申込先 ：当会ホームページ（http://www.arib.or.jp/）の「講演会等開催案内」まで 
8 参加費 ：無料 
9 問合せ先：企画国際部 電波利用懇話会事務局 辻道 まで 
    TEL: 03-5510-8592 E-mail: arib-seminar2015@arib.or.jp 

 
以上 
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当会は、地域 WiMAX 推進協議会（会長：土居範久 慶應義塾大学名誉教授）と共催で、11

月 17 日（火）に「第 9 回地域 WiMAX 推進協議会シンポジウム」を当会の会議室にて開催し

ました。 

地域 BWA については、昨年 10 月に高度化のための電波法令の制度改正が行われ、省令改

正から丁度１年が経過した時期にあたります。 

本シンポジウムにおいては、地域 WiMAX 推進協議会の安田靖彦 顧問 (東京大学名誉教授、

早稲田大学名誉教授) からのご挨拶の後、総務省から地域 BWA の免許申請等の状況について、

BWA 推進部会から部会活動報告（各分科会報告）、阪神電気鉄道様から高度化先進事例紹介

として高度化方式のインフラ構築状況と地域事業者との連携について、オープンワイヤレスプ

ラットフォーム合同会社様及び愛媛 CATV 様から地域 BWA サービスの事例紹介として沖縄

県伊江島及び愛媛県愛南町の事例について、UQ コミュニケーションズ様及び Wireless City 

Planning 様から干渉調整に関する BWA の同期についてご講演をいただきました。 

当日は会場一杯の約 90 名の皆様が参加され、熱心にご聴講いただくとともに、活発な質疑

応答が行われました。 

 

 

 
 
 
 
 

第 9 回地域 WiMAX 推進協議会シンポジウムを開催 
 

第 9 回地域 WiMAX 推進協議会シンポジウムの様子と挨拶される安田靖彦顧問 
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11 月 25 日（水）第 234 回技術委員会（放送分野） 

11 月 25 日（水）素材伝送開発部会 SNG 検討作業班 

11 月 26 日（木）第 54 回 DiBEG 会合 

11 月 27 日（金）品質評価法調査研究会 評価シーケンス作業班 

11 月 27 日（金）第 54 回高度無線通信研究委員会 モバイルコマース部会 技術専門委員会 

 

 

 

11 月 2 日（月）~ 27 日（金） 2015 年世界無線通信会議（WRC-15）（ジュネーブ、スイス） 
 
 

今週の ARIB 内会合（11 月 23 日～11 月 27 日） 

今週の国際会合（11 月 23 日～11 月 27 日） 

   

   

総務省移動通信課 

小林 伸司 課長補佐 

地域 BWA 推進部会 
伊藤 直人 部会長 

阪神電気鉄道 

宮川 修一 課長 

ｵｰﾌﾟﾝﾜｲﾔﾚｽﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ 

合同会社 

梅嶋 真樹 代表社員 

愛媛 CATV 
白石 成人 常務取締役 

Wireless City Planning 
佐野 弘和 担当課長 
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総務省は、情報通信審議会からの一部答申を受けて、高周波利用設備のうち、無電極放電ラ

ンプからの妨害波の許容値及び測定法を見直すための電波法施行規則の一部を改正する省令

案等について、平成 27 年 11 月 19 日（木）から同年 12 月 18 日（金）までの間、意見を募集

しています。 
 
詳細については【平成 27 年 11 月 18 日の総務省報道資料】をご覧ください。 
 
 

 

エルニーニョ現象が続いているようです。 
気象庁のホームページによると、エルニーニョ現象とは、太平洋赤道域の日付変更線付近か

ら南米のペルー沿岸にかけての広い海域で海面水温が平年に比べて高くなり、その状態が 1
年程度続く現象です。ひとたびエルニーニョ現象が発生すると、日本を含め世界中で異常な天

候が起こると考えられています。 
10 月のエルニーニョ監視海域の

海面水温の基準値との差は+2.7℃
で、エルニーニョ監視海域の海面水

温の予測（5 か月移動平均）を示し

たのが右図です。10 月としては

1950 年以降 2 番目に大きい値だそ

うです。 
最近、関東地方は温かい日が続い

ており、「高温に関する異常天候早

期警戒情報（関東甲信地方）」が出

ていますが、これもその表れでしょ

うか。 
気象庁は、今後、春にかけてエルニーニョ現象が続く可能性が高いと予測していますので、

気象庁の発表を注意してチェックしましょう。 
(編集子：bsj) 

電波法施行規則の一部を改正する省令案等についての意見募集 

－無電極放電ランプからの妨害波の許容値及び測定法の見直しについて－ 

【平成 27 年 11 月 18 日発表】 

〠100-0013 東京都千代田区霞が関一丁目4番1号 日土地ビル11階 
                TEL 03-5510-8590  FAX 03-3592-1103 
                http://www.arib.or.jp  E-mail arib_news@arib.or.jp 

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban16_02000113.html

